
指導・監督マニュアル改正の方向性（案）

指導・監督の告示の改正内容について、事業者の実効性確保のため、マニュアルに所要の内容を追加する。

ドライブレコーダーを活用した指導・監督をまとめて、
別冊として整理。

 実際に運転する自動車で実施。

 実際に運行する可能性の高い経路を踏まえ、市街地、坂道、
隘路、高速道路等において実施。

 日中だけでなく、夜間の運転についても実施。

 添乗による指導だけでなく、ドライブレコーダーの記録の活用
による事後的な指導も実施。

 事故惹起運転者に対しては、事故時のドライブレコーダーの
記録を確認させた上で実施。

ドライブレコーダーを活用した指導・監督

実技訓練の実施

 映像を活用して普段の運行状況を確認。

 映像により運転者に自身の運転状況・特性を把握させ、是正。

 事故・ヒヤリハット事例と対応方法を共有し、指導。

 適切な運行管理及び運行指示書に従った運行の重要性

 シートベルトの着用の徹底

 緊急時のブレーキ操作の反復的・継続的な実施

 安全性の向上を図るための装置を備える事業用自動車の適切
な運転方法

その他の指導・監督

遵守させるべき重要な内容であることから、告示及び
通達で所要の内容を明記。
（左記内容に加え、「必要に応じて、雪道での運転等も
実施」「事業者として安全が確認できるまで実施」等を
追加。）

既存の一般的な指導・監督マニュアルに所要の内容
を追記。
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